
震災復興とMLA

2011.06.08
第3回知デジ研「震災とデジタルアーカイブ」

水谷長志

東京国立近代美術館



緊急討議
東日本大震災 被災支援とMLAK
－いまわたしたちにできることは

日時 2011年4月23日（土） 13:00 ‐ 14:30 
場所 学習院大学（目白）南3号館203教室

協力（確定順）
日本アーカイブズ学会、アート・ドキュメンテーション学会、情報知識学会、日

本ミュージアム・マネージメント学会、大学図書館問題研究会、情報処理
学会人文科学とコンピュータ研究会（CH研究会）、Code4Lib JAPAN、日本
図書館研究会、日本図書館協会、全国学校図書館協議会、図書館総合
展運営委員会、日本博物館協会、ヤングアダルト・サービス研究会、図
書館問題研究会、図書館海援隊、図書館海援隊サッカー部、公民館海
援隊、図書館友の会全国連絡会、漢字文献情報処理研究会、全日本博
物館学会、日本教育大学協会学校図書館部門、全国歴史資料保存利
用機関連絡協議会調査・研究委員会



90分のプログラム
http://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:K:イベント/20110423

13：00 開会

発言1  MLAKの展開 岡本 真（ARG）
発言2  Mからの報告 山村真紀（ミュージアム・サービス研究所）
発言3  Lからの報告 常世田良（日本図書館協会事務局次長）
発言4  Aからの報告 青木 睦（国文学研究資料館研究部准教授）
発言5  Kからの報告 神代 浩（国立教育政策研究所

教育研究情報ｾﾝﾀｰ長）
発言6  文化財レスキューから栗原祐司（文化庁文化財部美術学芸課長）

14：30 閉会

司会 水谷長志（東京国立近代美術館情報資料室長）
各発言8分程度、その後、フロアを交えて自由討議

※以下、発言2「Mからの報告」（山村さん）から抜粋
他発表者のほぼ全ての関係ファイルは上記アドレスに掲載



savemuseumからsaveMLAKへ
2011/3/11 東日本大震災

3/12    savelibrary開設

savemuseum開設

3/13 savearchives開設

3/16 ＭＬＡスカイプ会議

savekominkan開設

4/4 第1回Meet Up →「saveMLAK」へ
4/11   プレスリリース saveMLAK始動

4/19 第2回saveMLAK Meet Up
4/23 緊急討議「東日本大震災

被災支援とMLAK－いまわたしたちにできることは」

4/24 第1回saveMALKうきうきウィキ祭り



ミュージアムの課題:リストがない！

2011年3月18日時点での安否確認情報（最大北海道～中部）

• 日本博物館協会 57
• 全国美術館会議(第2報）114
• 美術館連絡会議 78
• 全国科学博物館協議会加盟館 94
• 天文施設安否確認シート 360
• 日本プラネタリウム協議会 96
• 日本動物園水族館協会 32
• 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会 96
• 全国文学館協議会 65

→被災地のミュージアムリストがほしい！！！



saveMLAK：Mの現在と今後
現在：被災地を中心に

• savemuseum （Twitter、メール、口コミ情報）

• 天文施設安否確認シート 渡部義弥氏（大阪市立科学館）

• ミュージアム震災被害状況・予測一覧（青森・岩手・宮城・福島・茨城）木下達文
氏（京都橘大学・准教授）

saveMALK内 M掲載数825件
今後

• インターネット・ミュージアムより（北海道～中部）4867件
• 学芸員より寺社仏閣リスト約550件
• M関連協会の安否情報の集約希望（協力・連携）

→被災地での現地調査：被災施設の負担軽減、MLAK情報集約、共通調査票

その他

• 埋蔵文化センター（埋蔵文化遺産）・・・文化財レスキュー

• パブリックアート など

→これらの情報を今後どう活用するか？



saveMLAKのとまどいと可能性

• MLAKの文化の違い

例：美術館は被災情報の公開が難しい

→説明をすることで、互いを知るチャンス

• M内での文化の違い

例：「博物館」か「博物館・美術館」か

博物館・美術館の文化財・美術品と動物園・水族館など

→LAKがいることで議論がタコツボ化しない

• 被災地におけるMLAK連携のサポート

• saveMLAK（の情報）を、どう活用するか

• 行政、民間企業、関連学協会とのゆるやかなネットワーク
それぞれの強みを活かした被災地への支援活動

以上



• 地域の記憶を守り、残す

地域の記憶を守り、残す

震災復興とMLA－地域資料

2011.05.30 二つの記事から



地域資料とMLA
長谷川伸〔新潟市歴史博物館〕．
現場レベルで考えるMLA連携の課題－全国歴史資料保存利用連絡協議会

関東部会総会講演
根本彰氏「地域資料とは何か－国立国会図書館調査に基づいて」参加記

ネットワーク資料保存. 88,2008, 88, p.6.

「地域資料の収集・保存・活用」とMLA連携が関わる課題として、
①蔵書（所蔵）資料としての地域資料情報のネットワーク
②地域資料の科学的な保存管理
③レファレンス技術・知識の共有・連携を提唱し、
「それぞれの専門知識を土台に、守備範囲を補いながら組織的に連携する」
ことが、MLA連携の要諦であることを指摘。

新井浩文〔埼玉県立文書館〕
平成22年度（第96回）全国図書館大会への招待: 第9分科会〔資料保存〕: 

地域資料をめぐる図書館とアーカイブズ: その現状と未来
図書館雑誌. 104(8), 2010, p. 489.



日経新聞

〈文化〉

2011.05.14

松岡資明 編集委員



『敗北を抱きしめて』 著者 ジョン・ダワー

「個人の人生でもそうですが、国や社会の歴史においても
、突然の事故や災害で、何が重要なことなのか気づく瞬
間があります。すべてを新しい方法で、創造的な方法で
考え直すことができるスペースが生まれるのです。関東
大震災、敗戦といった歴史的瞬間は、こうしたスペースを
広げました。そしていま、それが再び起きています。しか
し、もたもたしているうちに、スペースはやがて閉じてしま
うのです。既得権益を守るために、スペースをコントロー
ルしようとする勢力もあるでしょう。結果がどうなるかは
分かりませんが、歴史の節目だということをしっかり考え
てほしいと思います」

インタビュー
歴史的危機を超えて

2011.04.29 朝日新聞
『図書』2011.6号「こぼればなし」より

スペース

→ 「あらたなMLA連携」のフィールド

→ 地域資料からの再興を



特別報告
「３・１１から３か月―ＭＬＡの被災と復興―」

アート・ドキュメンテーション学会 2011年度年次大会

2011年6月11日（土） 東京国立博物館 平成館大講堂

13:30-14:30（およそ1時間）

文化財レスキューの現状と課題

井上洋一（東京国立博物館 企画課長）

文化財レスキュー事業への支援要請

栗原祐司（文化庁美術学芸課長）

東日本大震災におけるMLA被災情報集約と救援活動～
saveMLAK活動からの報告～

山村真紀(ミュージアム・サービス研究所)


